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生産活動における環境負荷物質排出量の推移

総生産額は前年対比 5％増に伴い総エネルギー使用量
は 4％増加しました。
引き続き省エネルギー活動に取り組んでいきます。

対前年度比の寄与度合計としては昨年度より増加しま
した。
電力使用量が生産量の変動に関係なく横ばいで推移し

ていることや、試運転燃料の使用量の増加したことが影
響しました。

各工場とも生産不要物発生量を抑制したため、全体の
不要物発生量は減少しました。
また、総生産額の増加により、生産額当たりの発生量

も減少しました。

総エネルギー使用量と総生産額の対比

総エネルギー使用量とエネルギー原単位対前年度比

生産不要物発生量と生産額当たりの発生量
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エネルギー原単位の対前年度比の寄与度合計
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